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電
気
な
ど
、
な
ぜ
東
西
で

規
格
が
違
う
の
？

東
は
独
、
西
は
米
製

家
庭
の
電
気
は
１
秒
間
に
何
十

回
も
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
が
入
れ

替
わ
る
。
こ
の
回
数
を
ヘ
ル
ツ
と

い
う
単
位
で
表
し
た
の
が
周
波
数

で
、
東
日
本
で
は
50
ヘ
ル
ツ
の
電

気
が
流
れ
、
西
日
本
は
60
ヘ
ル
ツ
。

周
波
数
を
変
え
な
い
と
電
気
を
西

か
ら
東
に
送
れ
な
い
。

世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
国
で
は
周

波
数
が
統
一
さ
れ
て
い
る
。
欧
州

の
国
は
お
お
む
ね
50
ヘ
ル
ツ
、
米

国
は
60
ヘ
ル
ツ
だ
。
日
本
が
東
西

で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
の
は
、
電

気
を
使
い
始
め
た
明
治
期
に
さ
か

の
ぼ
る
。
東
日
本
の
電
力
会
社
は

50
ヘ
ル
ツ
の
ド
イ
ツ
製
の
発
電
機

を
輸
入
し
、
西
の
電
力
会
社
が
60

ヘ
ル
ツ
の
米
国
製
を
使
っ
た
こ
と

が
今
に
続
い
て
い
る
。

畳
サ
イ
ズ
に
も
違
い

関
東
間
は
京
間
よ
り
畳
１
枚
分

の
広
さ
が
１
割
ほ
ど
狭
い
。
江
戸

時
代
以
降
、
関
東
の
人
口
が
増
え

る
に
つ
れ
て
住
宅
が
狭
く
な
り
畳

も
小
型
化
し
た
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
乗
り
方

東
西
の
違
い
の
源
を
た
ど
る
と
、

歴
史
の
あ
や
で
生
じ
た
違
い
も
あ

る
。
例
え
ば
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

列
の
作
り
方
。
東
京
は
右
を
空
け

て
左
側
に
並
ぶ
が
、
大
阪
は
逆
だ
。

一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
国
博
覧
会

の
こ
ろ
、
「
動
く
歩
道
」
や
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
で
外
国
人
観
光
客
が

戸
惑
わ
な
い
よ
う
欧
米
式
の
左
空

け
に
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。

通
常
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
並

び
方
は
交
通
法
規
と
同
じ
に
な
る

こ
と
が
多
い
。
東
京
が
右
空
け
な

の
は
日
本
の
高
速
道
路
の
追
い
越

し
車
線
が
右
側
の
た
め
。
大
阪
も

本
来
な
ら
そ
う
な
る
は
ず
だ
っ
た

の
が
、
巡
り
合
わ
せ
で
海
外
の
慣

習
が
根
付
い
た
。

(

日
本
経
済
新
聞)

介
護
保
険
は
２
０
０
０
年
４

月
の
ス
タ
ー
ト
以
来
、
10
年
以

上
経
過
し
、
高
齢
者
介
護
に
欠

か
せ
な
い
制
度
と
な
っ
た
。
た

だ
、
自
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合
に
限
度
額
が
あ
る
な

ど
、
制
度
の
中
身
や
手
続
き
に

つ
い
て
知
ら
れ
て
い
な
い
点
は

少
な
く
な
い
。
政
府
内
で
見
直

し
論
議
が
進
む
中
、
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
時
に
慌
て
な
い
た

め
に
介
護
保
険
の
ポ
イ
ン
ト
を

確
認
し
よ
う
。

市
町
村
な
ど
が
運
営

介
護
保
険
は
加
齢
に
伴
う
病

気
な
ど
で
介
護
が
必
要
な
状
態

(

要
介
護
状
態)

に
な
っ
た
人
や
、

介
護
ほ
ど
で
は
な
い
が
支
援
が

必
要
な
状
態(

要
支
援
状
態)

の

人
が
対
象
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

に
よ
る
訪
問
介
護
・
支
援
や
、

施
設
に
通
っ
て
の
介
護
・
支
援

(

デ
イ
サ
ー
ビ
ス)

、
施
設
へ
の

短
期
入
所
に
よ
る
介
護(

シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ)

、
老
人
ホ
ー
ム
で
の

介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

社
会
保
険
だ
。

表
Ａ
に
仕
組
み
の
概
要
を
ま

と
め
た
。
市
町
村
や
特
別
区
が

「
保
険
者
」
と
し
て
責
任
を
持
っ

て
運
営
す
る
。
被
保
険
者(

加
入

者)

に
は
「
第
１
号
被
保
険
者
」

(

65
歳
以
上)

と
「
第
2
号
被
保

険
者
」(

40
歳
以
上
65
歳
未
満)

の
区
別
が
あ
る
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
費
用(

財
源)

は
、
被

保
険
者
が
支
払
う
保
険
料
と
国
、

都
道
府
県
か
ら
の
公
費
で
大
半

を
賄
っ
て
い
る
。
利
用
者
は
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
っ
た
費
用
の
原
則

１
割
を
負
担
す
れ
ば
よ
い
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
第
１
号
被
保
険
者
は
介

護
が
必
要
と
な
っ
た
原
因
に
か

か
わ
ら
ず
、
要
介
護
や
要
支
援

の
認
定
を
受
け
れ
ば
誰
で
も
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
が
、
第
２

号
被
保
険
者
は
介
護
原
因
が
特

定
さ
れ
る
こ
と
だ
。
が
ん
や
認

知
症
な
ど
、
16
あ
る
特
定
の
病

気
が
原
因
で
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
で
な
い
と
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
い
。

表
Ｂ
で
は
要
介
護
、
要
支
援

の
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
の
定
義
や

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

ま
と
め
た
。
要
介
護
・
要
支
援

に
か
か
わ
ら
ず
、
自
宅
で
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
介
護
・
支
援

を
受
け
た
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し

た
り
す
る
場
合
は
、
１
ヵ
月
当

た
り
の
利
用
額
に
上
限
が
あ
る

こ
と
に
注
意
が
必
要
だ
。
そ
の

額
を
超
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
と
、
超
過
分
が
全
額
自
己
負

担
と
な
る
。

最
も
介
護
度
の
重
い
要
介
護

５
で
自
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

場
合
の
利
用
限
度
額
は
、
月
約

36
万
円
。
「
限
度
額
を
使
い
切

り
、
多
額
の
自
己
負
担
が
必
要

に
な
る
こ
と
が
多
い
」

一
方
、
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
居
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

場
合
は
、
要
介
護
度
に
応
じ
て

介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る
金

額
が
定
額
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。

要
介
護
５
で
は
25
万
円
程
度(

介

護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
ケ
ー

ス)

。
利
用
者
は
そ
の
１
割
を
負

担
す
れ
ば
、
原
則
24
時
間
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

た
だ
、
食
事
代
、
部
屋
代
な
ど

は
自
己
負
担
と
な
る
。

で
は
実
際
に
介
護
保
険
を
利

用
す
る
に
は
ど
う
い
う
手
続
き

が
必
要
か
。
ま
ず
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
要
否
、
利
用
の
場
合
の
要

介
護
度
・
要
支
援
度
に
つ
い
て

の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、

介
護
が
必
要
な
本
人(

被
保
険
者)

ま
た
は
家
族
な
ど
代
理
人
が
、

市
区
町
村
の
窓
口
に
申
請
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

制
度
始
動
か
ら
10
年
・
・
・
知
っ
て
お
き
た
い

介
護
保
険
の
基
礎

阪
急
高
槻
駅
駐
輪
場
新
設

当
社
施
工
の
北
園
町
サ
イ
ク
ル

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

場
所
は
北
園
町
13
番
13
号
で
す
。

連
絡
先
は

０
９
０-

６
９
７
８-

４
４
９
３

当
社
施
工
の
萩
岡
た
ば
こ
店

が
建
替
え
を
完
了

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

場
所
は
寿
町
１
丁
目
６
番
１
号

エ
ス
テ
サ
ロ
ン

エ
レ
ナ

芥
川
町
に
新
規
オ
ー
プ
ン

当
社
施
工
の
エ
ス
テ
サ
ロ
ン

エ
レ
ナ

５
月
中
旬
オ
ー
プ
ン
！

場
所
・
芥
川
町
２
丁
目
１
番
９
号

清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ

献
血
に
行
こ
う
！

萩
岡
た
ば
こ
店

完
成

ガンバレ東北！
みんなでがんばろう日本

株式会社 土 屋

4
月
17
日(

日
曜
日)

年
二
回

恒
例
の
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ

桜
の

花
も
終
わ
り
に
近
づ
く
朝
の
僅
か

な
時
間
で
す
が
土
屋
社
員
、
今
回

も
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

4
月
12
日
、
14
日

こ
ち
ら
も
恒
例
の
献
血
参
加
！

今
回
は
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

復
興
の
お
役
に
立
て
れ
ば･

･
･

と

い
つ
も
以
上
の
思
い
を
込
め
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。




